
しらびそ小屋～本沢温泉スノートレッキング 

            2013.1/13～14 Ｓさんと 

前々から行きたかった八ヶ岳のすそ野にようやく行きました。当初計画は 1/12～13 でしたが本沢温

泉が団体客などで満室の為に１４日の天候は雪予報でしたが決行しました。初日は快晴・１４日は

天気良ければ夏沢峠まで往復の予定でしたが、予報どうりで朝から雪降りで大雪となりました。懐

かしいしらびそ小屋・本沢温泉の内湯にも入れ、Ｓさんともコタツで酒を酌み交わせ満足の２日間

でした。でも帰路お互いに大雪の為に車のトラブルがありました。 

1/13（日）快晴 自宅 5：25～7：15 集合場所の佐久穂町のセブンイレブン小海店 7：50～8：

25 帰路用の車を分岐点に置く～8：40 唐沢橋・みどり池入り口ゲート（112ＫＭ）8：45～10：

30 しらびそ小屋（標高 2097Ｍ）・みどり池 10：50～12：05 林道分岐 12：15～12：30 本

沢温泉（泊）個室９９００円。宿泊者１４名。標高 2100Ｍ。 

1/14（成人の日）7：40～8：45 ゲート 8：50～9：20 本沢入り口 9：25～10：30 稲子の湯

分岐 1040～10：50 唐沢橋ゲート 11：00～11：35 八峰の湯 13：15～17：20自宅（総走行

距離 227ＫＭ） 

 

みどり池・唐沢橋のゲート駐車場             すでに満車状況 

  

帰路用の車を稲子の湯手前 1.ＫＭの分岐に置いて、稲子の湯上のゲートまでもう１台で行く。３連

休で満車状態。積雪は 20ＣＭほど。予想より少ない。人気のコースで登山道は踏み固められていて

ツボ足で歩く。背中に背負ったスキーが木の枝に時々当たる。快晴で気持ちの良い森林歩きで 10

年ぶりの懐かしい、しらびそ小屋に到着する。昔は古い平屋建ての小屋だったが２階建てが増築さ

れていた。先客が 6 人程休憩している。目の前には東天狗岳がドッシリと威容を見せている。ここ

から私は歩くスキーを履いてみるが踏み跡が狭いし、林の中へ入って歩こうと思っても木が多くて

ダメ。しかたがないので、またツボ足で歩く。予定よりかなり早く本沢温泉に到着する。時間もあ

るし、ここから少し歩くと日本最高所の野天風呂である「雲上の湯」（標高 2150Ｍ）があるが寒い

ので、風邪を引いてはいけないのでパスする。昨年夏に来た所だし、昔夏に宿泊した小屋だ。コタ

ツのある個室に入り、早々と宴会を開始する。いろいろな話をする。彼は長和町出身で東京で長く



生活していた。高校から山岳部に所属したりでかなりの登山経験がある。故郷に帰り、難聴協会に

加入したので彼と知り合った。昨年秋に一緒に小諸の宿に泊まり、翌日石尊山に登った。今回は本

当は上高地～徳澤冬季小屋（泊）の予定であったが、私の予約が遅れて満員で予定を変更した。夕

食後内湯に入る（本来の内湯は冬季閉鎖中）。内湯と言っても長靴を履き、小屋から 100Ｍほど歩く

掘立小屋だ（冬期間内風呂となる石楠花風呂）。ネットで見たとうり脱衣所の天井は凍結していた。

勿論寒い。湯船は風流で長湯する。（残念ながらカメラ持参せず写真撮れず反省）しっかり温まる温

泉だ。早めに休む。 

 

    みどり池からの東天狗岳               しらびそ小屋 

  

 

しらびそ小屋前              しらびそ小屋も増築されていました 

   

翌日は予報どうり、朝から雪降り気温も高め。朝飯食べてすぐ帰路へ。私は歩くスキー、彼はツボ

足。降雪のおかげで凍結の上に新雪がのったので滑るが、時々石が当たりバランスを崩したり、転

倒する。でももっと雪があれば下り一方で傾斜も緩く快適なコースだ。彼も後半は凍結で滑り危険

なのでスノーシューを着用した。 



    本沢温泉手前の分岐で                本沢温泉 

  

 

       本沢温泉前にて            本沢温泉前、後ろは内湯です 

  

 

       Sさんと私                 雪の中出発です 

  

車を１台置いた分岐には本沢温泉の宿泊者用の送迎車が停まっていた。話のタネに乗ってみたいな

と思う。車の雪を落として、もう１台の回収に向かう。 

 



   ゲート、ここまで夏季は車が入ります           S さんの後ろ姿 

  

       本沢入り口                    送迎用雪上車 

  

新雪が 20ＣＭ近く積もった。大雪の予報なので早く解散すれば良かったと後で思ったのだが、八峰

の湯に寄る。小海町町営の立派な日帰り温泉施設だ。 

    稲子の湯             八峰の湯             白駒の湯 

   

湿った雪で道路はノロノロ運転。佐久ＩＣから長野道で帰ろうと思ったが雪で通行止めの電光掲示

がでている。往路と同じ三才山トンネル経由にする。佐久市内でハンドルを取られてスピンして中

央分離帯に接触する。降りて車の外見を見るが無傷。ラッキーとその時は思ったが、翌日心配で車

屋さんに行くと矢張り車軸が曲がっていた。修理賃の臨時出費だ。帰路は４時間もかかった。安曇

野ＩＣ付近はスキー客などで大渋滞だった。彼とは３月に上高地～徳澤冬季小屋（泊）へ行く約束

だ。 


